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「国土交通分野のDX」の推進に向けて❘
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自己紹介

内山 裕弥（UCHIYAMA YUYA）

1989年東京都生まれ。首都大学東京、東京大学公共政策大学院
で法哲学を学び、2013年に国土交通省へ入省。

国家公務員として、防災、航空、都市など国土交通省の幅広い分野
の政策に携わる。

法律職事務官として法案の企画立案や法務に長く従事する一方、
大臣秘書官補時代は政務も経験。

2020年からはProject PLATEAUのディレクターとして立ち上
げから実装までを一貫してリード。2024年4月から現職。

国土交通省略歴

2013年4月 総合政策局 政策課

2015年4月 水管理・国土保全局 水政課 法規係長

2017年7月 航空局 総務課 法規係長

2019年7月 大臣官房 大臣秘書官室 大臣秘書官補

2020年8月 都市局 都市政策課 課長補佐

2023年7月 総合政策局 情報政策課 IT戦略企画調整官

都市局 都市政策課 デジタル情報活用推進室

2024年4月 総合政策局 モビリティサービス推進課/情報政策課

総括課長補佐

ご質問等： uchiyama-y2vw@mlit.go.jp

国土交通省 総合政策局 公共交通政策部門 モビリティサービス推進課

情 報 政 策 本 部  情報政策課

 総括課長補佐

PLATEAU Advocates 2024

東京大学 工学系研究科 非常勤講師

東京大学 空間情報科学研究センター 協力研究員
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Concept

Project LINKSは、

国土交通省の分野横断的なDX推進プロジェクトです。

これまで活用されてこなかった様々な行政情報を

「データ」として再構築し、

これを活用できるようにすることで、

データに基づく政策立案の推進（EBPM）や、

新たなビジネス創出（オープン・イノベーション）

の実現を目指します。

4
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Vision❘国土交通省DX施策の更なる推進

 行政サービスのデジタル化や国土交通政策DXについては司令塔機能が既に存在し、各局の連携が進んでいる。

 他方、「業務改善（BPR)・EBPMの推進」や「オープン・イノベーションの推進」については横断的連携を強化する余地がある。

 情報政策本部がこの領域の司令塔となり、各局の連携を推進することで、国土交通省DX施策の更なる推進を図ることが可能。

オープンデータ化と新サービス創出の促進

オープン・イノベーションの推進

職員が行う定常業務や政策立案を高度化・効率化

EBPMの推進

所管業界のデジタル活用や業務改革を支援

所管業界のDX/生産性向上の推進

申請や届出などの行政手続の利便性向上

行政サービスのデジタル化の推進

インフラ管理やまちづくり、交通政策等の政策品質の向上

国土交通政策のDX推進

国土交通分野における注力領域

1

2

3

4

5

デジタル庁→情報政策本部が司令塔
となって全省的・横断的に推進

推進体制

行政改革推進会議/EBPM推進委員会
の方針を踏まえて推進しているが、十分
な成果を出せているとは言い難い状況。

テーマ単位で一定の司令塔部局が存在
し、関係部局が連携して推進。

一部部局で推進しているが、幅広い分
野横断的な取組となっているとは言い
難い状況。

関係部局で推進。

引き続き、情報政策本部が司令塔
となって全省的・横断的に推進

更なる推進施策

情報政策本部が司令塔となって

横断的取組を強化

情報政策本部による省としての

情報共有・連携促進

情報政策本部が司令塔となって

全省的・横断的に推進

情報政策本部による省としての

情報共有・連携促進

5
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Scope

1 ❘ データの拡充 国土交通省保有の行政情報をはじめとする
官民保有情報のデータ化を推進する。

2 ❘ EBPMの推進 データを用いて
政策立案・執行・評価のプロセスを科学化する。

3 ❘ オープン・イノベーションの推進 官民のオープンデータを拡充して
新たなサービスを創出する。

国土交通分野のデータ拡充と官民の多様な分野におけるデータ活用の推進による新たな価値の創出を目指す分野横断的なDXの取組
P r o j e c t  L I N K S （ Linking Innovation, opeN data, Knowledge, and Solutions）  
を2024年度から新たに始動する。

7

Project LINKS ║ 2024
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「小さく産んで大きく育てる」アジャイル型の推進手法を採用することで実装のスピード感を確保

8

Scope ❘ロードマップ（中長期）

ウォーターフォール型の政策立案：
各フェーズを段階的に進めていくため、事業開始から成果確認まで時間がかかり、

途中でやめたり変更したりしづらい

計画

５～１０年 ５～１０年 １～２年 １～２年

実施 評価 改善

アジャイル型の政策立案：
各フェーズを小さい単位のサイクルで繰り返して最終目標実現を目指す。事業開始

（PoC）や成果確認が短期間で可能であり、途中評価に基づき施策の軌道修正が容易

計画

実施

評価

改善

数か月～１年 数か月～１年 数か月～１年 数か月～１年

計画

実施

評価

改善

計画

実施

評価

改善

計画

実施

評価

改善

アジャイル型の推進手法の採用

 DX施策の推進は従来の環境や方法の変革を伴うものであ
るため、庁内関係者等の理解や調整等にハードルがあり、
一挙に全面実装することは困難。

 意思決定プロセスの効率化や合意形成コストの圧縮を図る
ため、DX施策にはアジャイル型の推進手法が一般的に用
いられており、LINKSでもこの手法を採用する。

 具体的には、

 基本的に半年～年度の単位でPoCサイクルを一周さ
せ、限定的な施策について仮説検証と成功事例創出
を早期に達成する（FY24）。

 成功事例を踏まえ、全省的な施策展開を見据えた全
体計画や全体施策を立案する（FY24後半～FY25）。

 全体計画や全体施策に基づき優先度に基づき再度仮
説検証・事例創出PoCサイクルを回し、成功事例から
順に業務上の実装を進める（FY26～）。
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国土交通分野のDX推進に向け、①オープン・イノベーションの推進、②EBPMの推進、③行政サービスのデジタル化の推進の3つの観点から取組方針、実装化に向け
たビジョン、各取組の関係等をの調査検討を行い、中長期戦略を策定する。

Scope ❘個別PJ

01 国土交通分野のDX推進に向けた戦略検討

中長期戦略の検討

国土交通分野において推進されている様々なDX施策について、①
オープン・イノベーションの推進、②業務改善（BPR)・EBPMの推進
及び③行政サービスのデジタル化の推進の3つの観点から取組方針、
実装化に向けたビジョン、各取組の関係等の調査を行い、まちづくり
DX等との中長期的な連携戦略を検討する。

ロードマップ検討

国土交通省が保有する調査・統計情報、行政手続情報、その他の調査
系情報を調査し、まちづくりDXやその他行政及び民間における活用
の観点からカテゴライズを行い、データ活用及びオープンデータ化に
向けたロードマップを策定する。

データ活用環境の検討

データの仕様や提供方法等、必要なデータ活用環境の調査を行いシ
ステム・アーキテクチャや実装仕様としての提案を作成する。

9
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国土交通省が保有する統計関連情報、行政手続から収集される情報、その他の調査系情報（「国土交通省保有行政情報」）を対象とし、EBPM及びオープンデータ化
の観点から活用可能性の調査を行う。

Scope ❘個別PJ

02 国土交通省保有行政情報の活用可能性調査

有望リストの作成

国土交通省保有行政情報を調査し、具体的な活用が見込める対象を
10件程度のショートリストとして取りまとめる。また、今後活用が見
込めそうな対象について100件程度のロングリストとして取りまとめ
る。

データ作成実証

ショートリストのうち、紙、PDF、Word、Excel等の機械判読可能な
状態となっていない対象情報について、活用可能性を検証するため
のデータ作成実証を行う。データ作成は、EBPM及びオープンデータ
化の観点から機械判読可能なデータ形式、データ構造、データ型等の
標準的なデータ仕様を検討したうえで行う。

データ整備スキームの検討

ショートリストのうち、サステナブルなデータ整備及び活用の観点から、
データ整備スキームの調査検討を行う。

10

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_fr1_000019.html
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専用ウェブサイト構築、オープンデータ案内、ベストプラクティスの共有、国土交通省保有行政情報に関するニーズ収集等の対外情報発信を行う。

Scope ❘個別PJ

03 情報発信施策の実施

専用ウェブサイトの構築

Project LINKSの取組を情報発信するための専用ウェブサイトを構
築し、取組みのPR、オープンデータ活用促進、ベストプラクティス共有、
等を通じた機運醸成を行う。

オープン・イノベーションのポテンシャル調査

オープンデータの有用性を検証するためのイベント開催、サンプル
データデータ提供、民間企業に対する有用性ヒアリング等を行い、国
土交通省保有行政情報のポテンシャルを調査する。

オープンデータ活用促進施策

オープンデータを活用した開発イベント等と連携し、国土交通省保有
行政情報の活用に関するアイディア募集や活用ニーズを引き出すた
めのワークショップ等を実施する。

11
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オープンイノベーション創出に向けた開発イベント

■開発イベントの概要

国土交通省保有行政情報の活用に関するアイディア募集や活用ニーズを引き出すため、アイデアソン(*1)

とハッカソン(*2)を開催する。

本イベントのアウトプットを通して、オープンデータの有用性を検証し、国土交通省保有行政情報のポテ
ンシャルを調査する。

また、敷居を低くライトなイベントとして開催することで、多様な参加者を募り、国土交通省のオープン
データ活用の機運醸成を図る。

キックオフ アイデアソン ハッカソン

開催日時 2024年9月6日（金） 18-20 時 2024年10月5日（土） 10-18 時 2024年11月23（土）-24日（日） 10-18 時

実施形態／場所
オンライン Zoomウェビナー配信

※限定公開、アーカイブ有
現地開催（飯田橋 日建設計本社ビル3F） 現地開催（飯田橋 日建設計本社ビル3F）

内容

※今後内容が

変更になる場
合があります

LINKS概要説明
オープンデータ例の紹介
トークセッション

Project LINKSの説明
データの閲覧
グループワーク・アイディア出し
状況共有・メンターFB
グループワーク・発表準備
グループ毎のアイディア発表会
結果発表

<Day1>
チームビルディング
開発方針発表
ブレスト・開発
状況共有

<Day2>
開発
成果発表
審査＆交流時間
結果発表、表彰

実施体制 主催：国土交通省、協力：(株)日建設計総合研究所、(株)角川アスキー総合研究所

(*1)アイデアソン：「アイデア（Idea）」と「マラソン（Marathon）」が組み合わさった造語。商品やサービス、ビジネスモデルなどのプランニングを行なうイベント

(*2)ハッカソン：ITなどの技術を駆使するという意味の「ハック（Hack）」と「マラソン（Marathon）」を組み合わせた造語。エンジニアなどがチームを組み、プログラムなど開発したものの成果を競い合うイベント

新たな民間サービス等の
イノベーション創出

民間やアカデミア等、多様な主体によるデータ利活用
やシビックテックの加速により社会課題解決を推進

※アイデアソン・ハッカソン終了後には、イベントで創出された
   データ活用アイデアをLINKS専用ホームページに掲載予定

image image
image

image

Project LINKS 開発イベント「LINKS DATA x Hackathon」 企画案 （R6年8月時点）

■期待される効果
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国土交通省保有情報を機械的にデータ化し、活用環境へシームレスに接続するためのデータ管理システムのプロトタイプ開発を行う。

Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda

データ管理システムのプロトタイプ開発

国土交通省保有情報を機械的にデータ化し、活用環境へシームレスに
接続するためのデータ管理システム（仮）のプロトタイプ開発を行う。
※開発はOSSを用いたフルスクラッチにより行い、ネームドユーザラ
イセンスフィーによる運用コストの極大化を防止する。

有用性検証

プロトタイプを用いた国土交通省の関連部局に対するヒアリング等に
よる有用性調査を行い、その結果を取りまとめる。

実装に向けた仕様検討

調査結果には、データ管理システムの実装に必要な機能要件、非機能
要件、外部設計等の提案を含む。

13
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L INKS Veda’s  Overv iew

LINKS Vedaとは アクロニム

LINKS Veda(ヴェーダ)は、LLM（大規模言語モデル）を用いて自然言語を解析し、

非構造データから意味情報を抽出。指定されたカラムに格納することで、テー
ブルなどに構造化されたデータを自動生成するシステムです。

国土交通省が保有する膨大な行政情報をデータ化し、誰もが探索可能なデータ
アクセス基盤を実現します。

Veda:
Verbal Exploring system for Data Access

LLMを駆使したVedaを用いることで、生成モデル（AIがデータを学習

し、予測、新たなデータとして生成するモデル）やプロンプトをノー
コードで（口語で）誰でも直感的に活用できるようになります。

Verbal

画像や文章などの非構造データを大規模言語モデルが「探索」し、
意味を抽出。機械判読可能なデータとして抽出します。

Exploring

非構造データを構造化データとして再構築、再生成する仕組みは、
これまで「宝の持ち腐れ」となっていた大量の行政情報を「データ」
として生まれ変わらせ、アクセス可能とします。

Data Access

Information Policy Division
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Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda

15

ツール・
システム

データ
提供者

凡例

データ

データ処理システム

国土交通省各局

行政情報

非構造化データ
• 調査統計データ
• 調査原票データ
• 非データ・・・

自然言語処理AIにより非
構造化データの抽出・正規
化・構造化・クレンジング・
バリデーション

データ処理設計IF

抽出するデータの定義、
データ型の定義、テーブル
設計等

MLIT職員が設定

構造化された
行政情報

MLIT職員が利用

データ活用システム

ダッシュ
ボード機能

GIS機能
データ管理

機能

データの登録、DL、編集、
アクセス範囲の設定等

データ管理システム（プロトタイプ） UXイメージ

• 本システムはクラウド上で提供する
• セキュアな環境を構築する
• アクセス及び処理ボリュームに応じた

 スケーラブルな設計とする

ExcelやWord等で収集される非構造化
データから必要な情報を抽出・整形

ユーザの設計に基づき正規化 データの可視化、解析、管理
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やりたいこと① ❘ WordやPDFなど「非構造データ」から特定の意味情報を抽出し、整列・正規化・標準化された「構造データ」を生成する

Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda

16

Word/Excel/PDF等の非構造資料データ

（例：観光DMO形成・確立計画書）

項目内容を生成AIが自動抽出・構造データ化
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Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda

17

やりたいこと① ❘ WordやPDFなど「非構造データ」から特定の意味情報を抽出し、整列・正規化・標準化された「構造データ」を生成する



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda

18

各種資料データをベクトル解析

（例：政策評価書）

チャット形式で資料内容を検索・自動回答

やりたいこと④ ❘ 構造化されていないWordやPDFから意味情報を抽出し、自然言語を用いた横断的な検索を可能とする
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Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda

19

やりたいこと⑤ ❘ LINKS Vedaの複合的な機能を簡易・直感的なUXで提供し、一般職員が自分でデータ作成・活用ができるようにする
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LINKS EBPM tools

LINKS Veda

データハブ

動的データ

静的データ EBPMアプリ

構造化処理

データ
ウェアハウス

正規化処理

ストリーミング
処理基盤

BIツール

分析ツール

データ配信API

保管 整形 蓄積 活用収集

データレイク

データソース

非構造
データ

構造
データ

データベース

バリデーション
（品質管理）

行政申請
Sys

正規化データ

編集・加工
処理

可視化ツール

省内システム

外部システム

オープンデータ
カタログデータ取得

API

シミュレーションツール

LINKS Vedaを中心とするEBPM/オープンイノベーション推進アーキテクチャ

Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda
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LINKS Veda システムアーキテクチャ

Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda

21

非構造データ

テキスト
データ
word, excel

構造データ

raw dataの正規化処理

データ
クレン
ジング

ジオコー
ディング

座標系
統一

OCR処理

データ
構造化
処理

テーブル
データ

データ
登録機能

地図
データ

原票
データ

テキスト
結合

クロス
集計

空間
結合

空間
集計

データ
承認

データ
配信API

G空間情報
センター

チャット
GPT
連携機能

カスタム
グラフ機能

マッピング
機能

レポート
出力機能

アプリ機能

データ

ダウン
ロード

データ
管理基盤

データ
検索機能

プレビュー
機能

データ管理機能

csv

shape. GeoJson, 

PDF, 紙

raw data

正規化raw dataの集計・加工

processed data

csv, json, 
GeoJson...

最終構造化
データ

defined data

csv, json, 
GeoJson...

データ管理機能

正規化
raw data

third party

外部システム

LINKS
EBPM
Toolsベクトル

解析

LINKS
EBPM
Tools
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LINKS Veda のロードマップ

Scope ❘個別PJ

04 データ管理システムのプロトタイプ開発 ❘ LINKS Veda

22

STEP1
仮説検証フェーズ

STEP2
PoC展開フェーズ

STEP3
実装フェーズ

ユーザー
10課室程度

個別の部局とのPoC
30課室程度

部局レベルでのコミット
300課室程度

省内全体へ本格導入

データ管理 コンテンツマネジメント
リレーショナル
データベース

NoSQL+RDBMS
のインテグレート
（ERPとの統合）

データ活用

データ整備

資料作成支援のためのデータ集計・可視化

統計分析手法を用いた洞察の導出（分析）

数理モデルを用いたシミュレーション（予測）

技術検証を繰り返しながら
高度なデータ活用ソリューションを開発

本省・出先で収集する非構造データの取得

省内システムから出力される構造データの取得

省内システムと連携した構造データの取得
手作業によるデータ収集スキームを
徐々にシステム化
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国土交通省保有行政情報から作成したデータを用い、オープンデータ化及び活用事例の技術実証を行う。

Scope ❘個別PJ

0５ オープンデータ化の推進

オープンデータ化

データ作成実証及びデータ管理システムから生成した国土交通省保
有行政情報データをオープンデータとして提供する。
オープンデータ化に当たっては、必要な秘匿化処理や秘匿化ルールの
策定を行い、オープンデータカタログサイト等のオープンデータ環境
を用意する。

活用事例の企画調査

新たに提供したオープンデータを用いた新たなサービス創出等に向
けた活用事例の企画調査を行う。

活用事例のPoC

活用事例企画に基づき実際にオープンデータを用いたサービス開発
のPoCを行う。

23
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公共交通分野におけるオープンデータ化を一層促進するための活用促進施策、データ活用のベストプラクティス創出、データ活用環境の提供等

Scope ❘個別PJ

06 公共交通分野のオープンデータ化及び活用の促進（ハッカソンの開催）

公共交通オープンデータチャレンジの開催

GTFS等の公共交通分野のオープンデータの価値を引き出し、オープ
ンデータ化によるメリットを広く提示することを目的とした開発イベ
ントを開催する。イベントではGTFSやLINKSが提供するオープン
データを題材としてアプリケーション、サービス、コンテンツ等を募集
し、コンテストを行う内容とする。

公共交通オープンデータ拡充のための促進施策の実施

「チャレンジ」を契機として全国の鉄道、バス、その他交通モードの事
業者（JR等大手含む）に対しGTFSの作成・公開を働きかけ、国内
データセットの拡充を図る。

プロモーション・機運醸成施策の実施

「チャレンジ」やこれに付随するサブイベントの参加促進やGTFS等の
作成・活用促進に向けたウェブサイト構築、セミナー・シンポジウムの
開催、ムービー制作等を行う。

24



公共交通オープンデータチャレンジ2024
-powered by Project LINKS- にて

限定公開中
G空間情報センターを

ぜひご確認ください

東日本旅客鉄道(JR東日本)の関東エリアの一部の路線について

GTFS形式/GTFS-RT形式

による情報提供を開始！!

 鉄道 GTFS
 鉄道 GTFS-RT
 バス GTFS
 バス GTFS-RT
 フェリー GTFS
 シェアサイクル GBFS etc...
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 公共交通分野のオープンデータ等を利用して地域交通の需給バランスの評価や交通計画の検討を支援するシステムを開発し、データに基づいたバス路線再編成
や公共交通計画検討等を可能とするユースケースを開発。

 具体的な地方自治体と連携しユースケースの有用性を検証するほか、開発したシステムをOSSとすることでオープンデータ活用のベストプラクティスの横展開を
図る。

Scope ❘個別PJ

07 オープン・イノベーションのベストプラクティス創出 ①GTFSを活用した地域公共交通計画の高度化支援システム

26

運行頻度可視化路線図表示

分析ツール開発 ※Webブラウザで動作するツールとして公開を想定

利用実績可視化

その他オープンデータ・追加データ

データ整備（全国）

人口

鉄道輸送密度

加工

利用実績データ（ICカード、乗降調査）

データ整備（対象県）

API拡張

GTFSデータリポジトリ：
https://gtfs-data.jp/
GTFS形式の公共交通データを、一元的に登
録・管理・公開するWebシステム。自治体含む
事業者2７9組織が利用し、オープンデータを
公開。（24年7月現在）

※AIGID・日本バス情報協会にて運用中。

既存のGTFS作成ツールや
オープンデータ公開サービス（GTFS
データリポジトリ）を利用。

見える化共通入力フォーマット：
https://www.rosenzu.com/n
et/mieru/fm/hontai.html
EXCELファイルのフォーマットに入力し、
GTFSへ変換。

※公共交通利用促進ネットワークが公開

入力 出力

GTFS 登録変換

自動処理

分析・効果予測

現在の運航に対する需要と
供給を可視化。分析や計画
立案の基礎資料とする。

整備したGTFSデータの可
視化・活用（路線図作成、情
報提供を支援）

鉄道やバス会社のICデータ
を標準化し汎用的にイン
ポート可能とする。

運行実績に基づき、運行や
料金等の施策実施による
サービスレベル等の影響を
予測・分析。

入力データのテンプレ、データ準備マ
ニュアルを整備することにより、他自治
体等が同様の実践を可能とする

https://www.rosenzu.com/net/mieru/fm/hontai.html
https://www.rosenzu.com/net/mieru/fm/hontai.html
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 地方整備局、地方運輸局、国道事務所、河川事務所等の管内図・拠点情報等を機
械判読可能な形式で一元的に提供することで、国民や各産業における利便性を
向上する。

 機械判読可能なデータ形式により管内図・拠点情報を提供することで、民間の業
務システムやサービスと連携した新たな活用により業務効率化や新サービスの創
出を促進する。

Scope ❘個別PJ

07 オープン・イノベーションのベストプラクティス創出 ②マシンリーダブルな管内図・拠点情報データベース整備と活用

27

拠点情報

その他

所管業務
情報

管内図・
管轄区域

地方整備局・運輸局配下の
各事務所等の住所、電話番号等（メインソース）

地方整備局・運輸局配下の
管内図データ及び管轄情報

各事務所・窓口の所管業務情報

行政区域データ・国の機関データ等を管轄情報と
紐づけ

国土数値
情報

不足する情報がある場合は民間情報等から補完

管内図・拠点情報統合データベース

LINKS Veda

API公開DB公開

データの正規化・標準化、拠点情報の管理効率化、GISデータ生成
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 無人航空機事故報告からドローンの事故情報を取得し、飛行経路情報、事故報告データ、気象データ、機体性能データを統合したデータベースを作成。

 事故情報と他の情報（気象や飛行状況等）を組み合わせた事故原因分析を行い、安全施策等へ活用。

 同時に、無人航空機の事故情報をオープンデータとして提供することで民間サービス等への活用を促す。

Scope ❘個別PJ

07 オープン・イノベーションのベストプラクティス創出 ③無人航空機の事故情報データを活用した飛行安全性向上

28

機体性能

飛行計画

気象

地形

事故報告

飛行方法、経路、
日時、機材等

発生日時、場所概
要、型式等

幹線交通用地
建物用地等

天候、風向、降雨・
雪量等

型式、飛行時間
対環境性、安全装

備等

統合

事故情報分析DB 事故情報のマッピング、要因分析、抽
出・検索等

事故情報オープンデータ

LINKS Veda データの自動統合（インデックス化）、
カテゴライズ、正規化
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 内航海運業事業概況データ、輸送実績報告書データ等を統合したデータベースを作成し、
オープンデータとして提供。

 地域・品目・船型別の海上輸送需要マップとしてダッシュボードで可視化し、輸送実績の可視
化やクロス集計を行うことで官民の物流施策立案に活用する。

Scope ❘個別PJ

07 オープン・イノベーションのベストプラクティス創出 ④内航海運の実態把握・政策立案支援システム

29

内航海運DB

内航海運オープンデータ

事業者・
船舶

内航船舶輸送
統計調査

省令報告
集計

【海事局・内航課】
事業者名、用途、船種、総トン数

【海事局・内航課】
事業者名、従業員数、事業形態

【総合政策局・情報政策課】積送月、重量、輸送距離、
品目、船舶トン数、航海距
（H11～の実績データあり） 

【e-stat】
トン数階層別・航行区域別隻数及び船員数.採用経路状
況,労働力異動状況

船員異動状況
調査

• 事業者別の航路別・船舶別の総トン数／輸送量／積載
率／船員一人あたりの輸送量等のデータをODデータ
として作成・可視化

• 港湾別の輸送キャパシティとRoRo船等の総トン数の
大きい船舶の入港割合などで港湾別の生産性評価

• 各事業者の経営状況と船舶・航路の生産性との関係
を分析

LINKS Veda
データの自動統合（インデックス化）、カテゴライズ、正規化
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 国土交通省、地方公共団体及び民間事業者
が保有する既存データを活用し、建物単位で
「空き家」かどうかを推定し、その結果をGIS
データ形式で出力可能なシステムを構築する。

 インプットデータを緯度経度、地番住所、住居
表示等を用いた空間結合又はテキストマッチ
ングによるインデキシングを行い、これを用
いた機械学習アルゴリズム処理による空き家
の確率判定・GISデータによる出力機能を備
える。

 バックエンド処理をユーザーがGUI上から制
御可能なフロントエンドアプリとしての機能
を提供する。

 システムはOSSとし、データは一定の秘匿処
理等を行いオープンデータとして提供する。

Scope ❘個別PJ

07 オープン・イノベーションのベストプラクティス創出 ⑤行政情報を活用した空き家データの整備・活用

30

電力データ

水道使用量データ

登記簿 / 固定資産台帳

住民基本台帳

都市計画決定情報

空き家調査データ

建築物ポリゴンデータ

地番データ

水道メーターデータ

家屋現況図ポリゴンデータ

名寄せ/AI空き家判定Sys

統合

統合DB/空き家判定結果DB

データ可視化ダッシュボード

• テキストマッチング
• 空間結合機能
• 勾配ブースティング決定木

(Gradient Boosting 
Decision Tree; GBDT)に
よる機械学習モデル構築・判定

LINKS Veda
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 観光関連の申請情報、統計情報、観光庁の事業情報等を集約したデータベースシステムを
構築する。

 ダッシュボードを用いて、データの分析や比較、抽出等を可能とすることで、観光政策の立
案プロセスに必要な情報や分析に素早くアクセスできる仕組みを構築。業務の効率化を
図る。

Scope ❘個別PJ

08 EBPMのベストプラクティス創出 ①観光関連の統計情報・施策別支援状況を組み合わせたダッシュボート開発

31

ArcGIS Pro

各種分析
結果

ArcGIS 
Online

データ処理

時系列比較ダッシュボード（統計項目ごと）

統計の地域比較ダッシュボード

入国者数、クルーズ船の寄港数

観光関連データ

観光庁の施策別
支援状況

観光地域づくり法人形成・確立計画
観光地域づくり事業報告書

DMOに関する
データ

観光庁の観光統計

調査事業

観光庁の統計
データ

調査・補助事業ごとの都道府県別の支援数
補助金事業

・
・
・

DMOの件数、カテゴリ別、必須KPIの状況

LINKS Veda

手作業

統合DB

データ分析

ダッシュボードによる可視化／データ分析

宿泊旅行統計調査
訪日外交人動向調査
旅行・観光消費動向調査

各都道府県に対する支援状況

暦年・年度別空港管理状況調書
訪日クルーズ旅客数及び寄港回数



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

 PLATEAU等の地図情報を用い、観光統計原票(都道府県)及び国土数値情報を突合させて統
計対象となる観光スポットを選定。人流データの統計処理から観光スポットの観光客パラメータ
（前後の立寄、移動手段、属性等）データを作成。

 観光入込客統計との比較や観光施策立案における効果検証等を行う。

Scope ❘個別PJ

08 EBPMのベストプラクティス創出 ②高精度観光動態データ整備と分析ツール開発による観光政策の高度化

32

周遊分析
データ

分析基盤

観光地点パラメータ調査

施設情報

観光入込客統計
原票

国土数値情報

GPS

人流
データ

BI/ダッシュ
ボード

建築物モデル、交通モデル、
土地利用モデル

PLATEAU

観光地点
データ

LINKS Veda
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 「トラック運送における生産性向上方策に関する手引き」の「トラック運送におけ
る生産性向上方策」に掲げる５つのKPIの要素（実働率、実車率、積載率、その他）
をデータから分析し、付加価値額（収益）との相関性を分析する

 生産性向上方策を行った場合の各KPIの向上（施策インパクト）や、付加価値額
（収益）への影響をモニタリングするツールとして活用

Scope ❘個別PJ

08 EBPMのベストプラクティス創出 ③貨物自動車輸送事業者の労働生産性に関する分析

33

統計調査
データ

輸送実績
データ

財務指標
データ

貨物自動車運送事業報告規則
に基づく損益明細表（物流・自
動車局）

貨物自動車運送事業報告規則
に基づく事業実績報告書（物
流・自動車局）

統計調査上の貨物輸送量、実
働率、実車率などのデータ

データベース

統合

労働生産性可視化Sys

ダッシュボードにおける可視化及びイ
ンタラクティブに変数を入れ替え、リ
アルタイムで分析・検証可能

各事業差の財務指標及び輸送
実績等に関するデータベース

LINKS Veda

https://www.mlit.go.jp/common/001189107.pdf
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 都道府県単位の貨物輸送データを用いた、輸送モード別品目別の輸送量の可視化。

 モーダルシフト候補となる鉄道、内航船舶の路線を選定すると、CO2削減量や転
換輸送量、コスト、所要時間等をシミュレートする機能を開発。

Scope ❘個別PJ

08 EBPMのベストプラクティス創出 ④幹線輸送におけるモーダルシフト推進に向けた現状分析と施策立案の効率化

34

鉄道・内航船舶へモーダルシフト
可能な経路を検索できる情報を提供

貨物地域
流動調査

内航海運運航
スケジュール

貨物鉄道
ダイヤ

単位輸送量
当たりの

CO2排出量

輸送モード別都道府県間
貨物輸送量（9品目別）

モーダルシフト
統合データベース

統合

輸送モード別の単位輸送
量当たりのCO2排出量

貨物鉄道により輸送可能
な区間の把握

内航船舶により輸送可能
な区間の把握

モーダルシフト
経路検索Sys

幹線貨物輸送状況を表示
(例)トラック依存度

LINKS Veda
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 一般旅客定期航路事業許可申請情報を活用し,、海象データ等と組み合わせることにより、運航の安全性等を確認。

 安全性評価に基づく安全施策の立案などに活用することで、効果的な安全対策の実現を目指す。

Scope ❘個別PJ

08 EBPMのベストプラクティス創出 ⑤一般旅客定期航路事業の安全性評価・対策立案支援

35

旅客船や海象等の情報を蓄積し、
運航の安全性を評価

定期航路事業
安全性評価Sys

一般旅客定期航路事業許可申請書（海事局）
定期旅客航路の航路データ、運航事業者データ

海象データ 海上分布予報（気象庁）
風向・風速、波の高さ、視程

国土数値情報 定期旅客航路データ
海上運送法に定める定期航路事業のうち、
一般旅客定期航路事業（遊覧船、国際定期航路は
対象外）について、起終点・寄港地のGISデータ
港名、港間所要時間、旅客定員、乗用車積載可能数等

航路・
運航事業者

データ

海象データ

経路
データ

LINKS Veda一般船海洋事故現況

主要港湾別事故現況 月別一般旅客事故現況

旅客
船

旅客
船

貨物
船

貨物
船

曳舟 その
他

旅客
船

貨物
船

貨物
船

曳舟 その
他

旅客
船

貨物
船

貨物
船

曳舟 その
他

主要港湾別事故現況 事故種類別事故
現況衝

突転
覆沈
没火災爆

発安全事
故接触

座礁

機関損
傷浮遊物巻き

込み運航阻害

海洋汚染

浸水

推進軸損傷

操舵装置損
傷その他

15
8
隻

64
隻
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 立地適正化計画の策定時の課題把握、策定後の効果把握の観点か
ら、3D都市モデル（PLATEAU）や公共交通データ（GTFS）、統計
データ等を用い、都市構造の評価に必要なデータを作成するシステ
ムを開発。

 作成したデータを用い、都市構造の変遷や立地適正化の評価指標
の算出等を行う評価ツールを開発。データを活用したまちづくりを
推進する。

Scope ❘個別PJ

08 EBPMのベストプラクティス創出 ⑥都市構造の変化把握と立地適正化施策の評価

36

LINKS 
Veda
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1. プロジェクト・ビジョン

2. プロジェクト・スコープ

3. NEXT LINKS

37



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

各局の政策立案へのデータ活用試行について（情報政策本部→各局ご担当者様）

データを活用したEBPMの推進による政策品質の向上を目指し、

情報政策本部において各局の政策立案担当部局と連携したデータ開発とツール開発のPoCを行います。

省内データをクラウド管理し、部局横断でアクセス可能に

①そもそもデータがない

②データがあっても、活用する手段がない

ことの2点が課題と考えます！

ビックデータ分析・集計・可視化（BI）

GIS分析/ネットワーク解析

政策立案・執行におけるデータ活用の課題 目指す姿

 データ検索・取得・管理をクラウド化

 省内の各部局が保有するデータの相
互利用

 民間調達データの省内共通利用

 データ活用ニーズを踏まえた調査や
行政手続の設計

 利用しやすい解析ツールの
提供（クライアント/ウェブ）

 チュートリアル充実等により
職員誰でも可能なデータ活
用環境を整備

 資料作成や内部検討に普段
使いできるEBPMの実現

 EBPMといっても、どんなデータがどこにあるかわからない

 エクセルの調査票などはあるが、データを分析する方法やツールがない

 他部局や他課がどんなデータや分析結果を持っているか知らない

 調査結果などは印刷物やPDFしかないのでデータになってない ・・・

課題の設定

情報政策本部が提供する課題の解決

①利用可能なデータを拡充します ②データ活用環境を整備します

- 紙やPDFで取得する情報のデータ化

- 原票や個票等で作成されるデータの
正規化・データベース化

- 民間保有データの取得

- 部局横断的なデータ共有

- データのクレンジング、正規化 …

個別のデータ化作業を実施するととも
に、制度的なデータ生産スキームの検討
や標準仕様化の提案等を行います。

- データ解析ツールの開発

- データ管理、配信、解析環境の整備

- 省内データベースやAPIとの連携

- データ活用手法のナレッジ化、マニュ
アル化、研修プログラムの提供 …

各局の課題を踏まえたデータ活用の仮
説立案、活用環境の整備、仮説検証と実
装手法の提案などをパッケージで行い
ます。

各局との調整用資料

データアクセシビリティの改善

データ活用EBPMの推進

データ提供ニーズの
フィードバック

政策立案の初期段階からデー
タ活用による分析や評価を実
施できる環境を整備し、
EBPMを単なる必要手続では
なく政策の品質を向上させる
手段として普及させる

38
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